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奈
良
朝
文
学
に
お
け
る
老
荘
神
仙
思
想
と
大
伴
旅
人

胡

志

昂

中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
に
出
現
し
た
老
荘
思
想
と
神
仙
思
想
は
、
現
実
世
界
の
自
然
ま
た
は
社
会
的
制
約
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で

互
い
に
補
完
的
関
係
に
あ
り
、
先
秦
以
来
様
々
の
形
で
深
く
関
わ
り
あ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
貌
晋
南
北
朝
に
は
、
玄
学
及
び
神
仙
道
教

が
貴
族
社
会
に
浸
透
す
る
に
つ
れ
、
も
と
貴
族
だ
っ
た
隠
士
も
仙
術
へ
の
関
心
を
強
め
、
「
相
看
不
道
姓
、
震
知
隠
輿
仙
」
（
周
弘
譲
詩
）
と

あ
る
よ
う
に
、
隠
士
と
仙
人
の
区
別
が
唆
昧
に
な
り
、
そ
れ
に
与
す
る
こ
と
が
名
士
た
る
も
の
の
象
徴
と
も
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
文
学
に

お
い
て
も
、
神
仙
と
隠
逸
が
互
い
に
浸
透
の
度
合
い
を
深
め
て
い
る
。
こ
の
点
、
文
選
に
見
え
る
郭
嘆
の
遊
仙
詩
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

神
仙
・
老
荘
思
想
が
何
時
ど
の
よ
う
な
経
路
で
日
本
に
伝
わ
っ
た
か
、
未
だ
定
か
で
な
い
。
遣
惰
・
唐
使
と
い
っ
た
正
式
の
交
流
よ
り
以

前
、
大
陸
古
来
の
文
化
・
思
想
・
知
識
は
、
既
に
帰
化
人
達
に
よ
っ
て
伝
来
し
、
そ
の
中
に
道
教
の
諸
要
素
が
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
神
仙
や
老
荘
の
も
の
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
垂
仁
紀
九
十
九
年
の
条
に
、
国
道
間
守
が
「
神
仙
秘
区
」
の
常
世
田
か

n
u
d
 
no 



ら
非
時
香
菓
を
将
来
し
た
と
い
う
記
載
が
、
史
書
に
見
る
神
仙
思
想
の
影
響
を
受
け
た
最
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

一方、

上
代
の
詩

歌
文
学
に
お
い
て
は
、
漢
文
学
の
隆
盛
を
先
導
し
た
近
江
朝
の
詩
文
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
が
、
奈
良
朝
以
前
に
貴
族
文
人
達
は
、
す
で
に

隠
逸
・
神
仙
へ
の
興
味
を
示
す
作
品
を
も
の
に
し
て
い
る
。
懐
風
藻
に
あ
る
葛
野
王
の

「
遊
龍
門
山
」
が
そ
の
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。

命
駕
遊
山
水
、
長
忘
冠
完
情
。
安
得
王
喬
道
、
控
鶴
入
蓬
滅
。

詩
の
中
、
詩
人
が
山
水
を
遊
び
親
し
む
こ
と
か
ら
官
界
の
俗
塵
を
忘
れ
、
仙
術
を
学
ん
で
仙
郷
へ
飛
ん
で
行
き
た
い
気
持
ち
を
現
し
て
い

る
。
遊
仙
的
な
気
分
の
強
い
遊
覧
詩
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
時
期
に
和
歌
に
も
仙
人
を
詠
む
も
の
が
現
れ
た
。

と
こ
し
へ
に
夏
冬
行
け
や
薬
扇
放
た
ぬ
山
に
住
む
人
（
9
・
二
ハ
八
二
）

「
詠
仙
人
形
」
と
題
し
皇
子
に
献
っ
た
こ
の
歌
は
、
絵
に
書
い
た
仙
人
の
姿
を
詠
ん
だ
い
わ
ば
サ
ロ
ン
文
学
の
一
首
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
詠
題
の
存
在
は
、
神
仙
思
想
へ
の
知
的
興
味
が
歌
人
に
も
波
及
し
た
こ
と
を
示
す
。

た
だ
、
前
掲
の
葛
野
王
詩
に
比
べ
る
と
、
歌
そ
の
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も
の
は
、
個
性
、
内
容
と
も
に
乏
し
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
、
和
歌
が
漢
詩
よ
り
短
い
と
い
う
文
体
の
相
違
に
も
よ
る
ほ

か
、
歌
人
と
詩
人
の
大
陸
思
想
・
文
学
に
対
す
る
関
心
と
知
識
の
差
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
奈
良
時
代
に
入
る
と
、
漢
詩
文
が
一
層
成
熟
す
る
の
み
な
ら
ず
、

万
葉
集
で
も
歌
人
の
個
性
が
開
花
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
小
稿
に
と
っ
て
な
に
よ
り
重
要
な
の
は
、
大
陸
文
化
わ
け
で
も
神
仙
・
老
荘
思
想
に
強
い
関
心
を
示
す
個
性
的
な
歌
人
の
出
現
で
あ
り
、

山
上
憶
良
と
と
も
に
奈
良
万
葉
の
開
花
期
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
大
伴
旅
人
が
、
こ
の
よ
う
な
歌
人
と
い
わ
れ
る
。

で
は
、
旅
人
の
作
歌
に
お
い
て
老
荘
・
神
仙
思
想
へ
の
傾
斜
が
ど
ん
な
形
で
現
れ
、

そ
れ
が
同
時
代
の
漢
詩
文
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
っ
た
か
、
小
稿
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
些
か
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。



日
本
上
代
文
学
に
お
け
る
神
仙
・
老
荘
思
想
の
影
響
は
、

主
と
し
て
大
陸
文
学
の
受
容
に
よ
る
た
め
、
漢
詩
文
に
多
く
現
れ
て
く
る
。
懐

風
藻
に
見
え
る
そ
の
よ
う
な
趣
向
を
も
っ
作
品
は
奈
良
朝
を
遡
る
が
、

そ
の
制
作
の
場
と
し
て
、

ま
ず
宮
廷
で
の
応
詔
や
侍
宴
が
挙
げ
ら
れ

る

春
日
展
詔

巨
勢
多
益
須

姑
射
遁
太
賓
、
陛
巌
索
神
仙
。
出
旦
若
聴
覚
隙
、
仁
智
寓
山
川
。

神
衿
弄
春
色
、
清
輝
暦
林
泉
。
登
望
繍
翼
径
、
降
臨
錦
鱗
淵
。
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紙
竹
時
盤
桓
、
文
酒
乍
留
連
。
薫
風
入
琴
豪
、
糞
日
照
歌
建
。

抽
室
開
明
鏡
、
松
殿
浮
翠
煙
。
幸
陪
巌
洲
趣
、
誰
論
上
林
篇
。

こ
の
詩
は
、
冒
頭
二
聯
で
仙
境
へ
い
っ
て
神
仙
を
求
め
る
の
も
天
子
が
政
務
の
合
間
に
山
水
を
楽
し
む
風
流
に
及
ば
な
い
と
歌
い
つ
つ
、

尾
聯
で
は
主
上
の
遊
び
を
神
仙
郷
の
趣
に
喰
え
て
頒
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
仙
思
想
の
知
識
を
用
い
て
宮
苑
及
び
天
子
の
風
雅
な
遊

び
を
謡
歌
す
る
傾
向
は
、
古
代
文
学
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
、
神
仙
趣
味
の
一
つ
の
在
り
方
を
示
す
。
も
う
少
し
例
を
挙
げ
よ
う
、

玉
燭
凝
紫
宮
、
淑
気
潤
芳
春
。
曲
浦
戯
矯
鴛
、
璃
池
躍
糟
鮮
。
（
美
務
浄
麿
）

水
清
璃
池
深
、
花
開
禁
苑
新
。
戯
鳥
随
波
散
、
仙
舟
逐
石
廻
。
（
石
川
石
促
）

雲
間
頒
皇
津
、

日
下
休
芳
塵
。
宜
献
南
山
幸
町
、
千
秋
衛
北
辰
。
（
采
女
比
良
夫
〉

右
は
、

い
ず
れ
も
宮
中
か
御
苑
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
詩
中
「
紫
宮
」
「
璃
池
」
「
仙
舟
」
「
北
辰
」
な
ど
の
語
句
は
、
神
仙
的
な
気
分



を
表
す
。
周
知
の
通
り
、
前
漢
と
り
わ
け
漢
の
武
帝
以
来
、
長
安
京
城
の
宮
苑
に
「
巌
洲
」
「
方
壷
」
「
蓬
莱
」
と
い
っ
た
仙
郷
の
光
景
が
造

営
さ
れ
、
そ
れ
に
董
仲
釘
「
天
人
合
ご
の
思
想
も
加
わ
っ
て
、
中
国
詩
で
も
遊
覧
応
詔
詩
を
中
心
に
似
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
応

詔
・
侍
宴
詩
に
見
る
そ
れ
は
、
神
仙
思
想
を
信
奉
す
る
と
い
う
よ
り
、
皇
威
謡
歌
の
修
辞
と
し
て
使
わ
れ
る
感
が
強
い
。

応
詔
・
侍
宴
詩
に
は

ま
た
老
荘
に
基
づ
く
表
現
も
見
ら
れ
る
。

至
得
治
乾
坤
、
清
化
朗
嘉
辰
。

四
海
既
無
為
、
九
域
正
清
淳
。
（
山
前
王
）

聖
教
越
千
記
、
英
戸
満
九
壊
。
無
為
自
無
事
、
垂
挟
勿
勢
塵
。

錯
謬
段
湯
網
、
績
紛
周
池
芹
。
鼓
椎
遊
南
浦
、
障
建
楽
東
演
。
（
藤
原
房
前
）

右
、
山
前
王
詩
中
の
「
無
為
」
に
泰
平
を
粉
飾
す
る
以
上
の
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
藤
原
不
比
等
詩
に

「
隠
逸
去
幽
薮
、
没
賢
陪
紫
庚
」
と
隠
逸
を
用
い
て
皇
朝
の
聖
明
を
頒
え
る
の
と
同
工
異
曲
の
趣
が
あ
る
。

一
方
、
一
房
前
詩
の
「
無
為
」
は
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「
勿
勢
塵
」
と
呼
応
し
、
黄
老
思
想
に
よ
る
一
種
の
政
治
術
を
表
す
も
の
と
思
わ
れ
、
楚
辞
・
漁
父
を
引
い
た
「
鼓
椎
」
云
々
も
同
様
に
理

解
さ
れ
る
。
房
前
は
元
明
女
帝
の
遺
詔
を
受
け
、
内
臣
と
し
て
朝
廷
権
力
の
中
枢
に
居
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
政
治
姿
勢
は
様
々
な
意

味
で
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
懐
風
藻
の
漢
詩
文
に
神
仙
思
想
の
投
影
が
最
も
色
濃
い
の
は
、
吉
野
遊
覧
詩
を
置
い
て
は
ほ
か
に
な
い
。
先
述
し
た
葛
野
王

詩
も
そ
う
で
あ
る
が
、
吉
野
は
柘
枝
伝
説
が
伝
わ
る
神
仙
郷
で
あ
り
、
そ
の
清
幽
な
山
水
も
秘
境
感
を
引
き
立
て
た
ら
し
い
。

山
幽
仁
趣
遠
、
川
浄
智
懐
深
。
欲
訪
神
仙
迩
、
追
従
吉
野
博
。
（
大
伴
王
）

在
昔
釣
魚
士
、
方
今
留
鳳
公
。
弾
琴
輿
仙
蔵
、
投
江
将
神
通
。

柘
歌
泥
寒
渚
、
霞
景
瓢
秋
風
。
誰
謂
姑
射
嶺
、
駐
陣
望
仙
宮
。
（
高
向
諸
足
）



右
の
大
伴
王
詩
は
、
吉
野
の
幽
浄
な
山
水
を
歌
い
、

か
つ
て
神
仙
の
住
処
で
あ
っ
た
と
歌
っ
て
い
る
が
、
詩
の
前
二
句
は
、
論
語
「
智
者

楽
水
、
仁
者
楽
山
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
こ
の
典
拠
は
侍
宴
応
詔
詩
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
吉
野
に
天
武
朝
発
祥
の
離
宮
が
あ
り
、

吉
野
詩
の
多
く
は
従
駕
作
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、
続
く
高
向
諸
足
の
詩
は
従
駕
作
と
明
記
し
て
い
る
が
、
前
半
四
句
で
柘
枝
伝

説
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
尾
聯
で
姑
射
山
も
こ
れ
に
及
ば
な
い
と
頒
え
る
「
仙
宮
」
す
な
わ
ち
離
宮
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
吉
野
詩
と
応
詔

詩
の
共
通
す
る
一
面
を
存
す
る
。
懐
風
藻
に
吉
野
詩
は
十
七
首
も
存
し
、
そ
の
中
「
漆
姫
控
鶴
華
、
柘
媛
接
莫
通
」
「
霊
仙
駕
鶴
去
、
星
客
乗

査
遼
」
（
藤
原
史
）
、
「
高
代
無
挨
所

一
朝
逢
柘
民
」
「
此
地
即
方
丈
、
誰
説
桃
源
賓
」
（
中
巨
人
足
）
「
此
地
仙
霊
宅
、
何
須
姑
射
倫
」
（
紀
男

人
〉
な
ど
と
、
仙
柘
枝
伝
を
詠
む
も
の
が
多
数
あ
る
。
懐
風
藻
の
神
仙
的
気
分
を
詠
ず
る
詩
篇
は
、
先
見
し
た
侍
宴
応
詔
詩
や
舶
来
種
の
七

タ
詩
の
ほ
か
、

ほ
と
ん
ど
こ
の
吉
野
詩
に
尽
き
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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他
方
、
吉
野
の
清
浄
な
山
水
は
、
詩
人
の
俗
世
を
離
れ
た
隠
逸
的
興
味
を
そ
そ
る
。

霊
懐
封
林
野
、
陶
性
在
風
煙
。
欲
知
歓
宴
曲
、
満
酌
白
忘
塵
。
（
大
津
首
）

芝
惹
蘭
菰
津
、
松
柏
桂
椿
与
。
野
客
初
披
薦
、
朝
隠
暫
投
響
。

忘
客
一
陸
機
海
、
飛
徴
張
衡
林
。
清
風
入
院
輔
、
流
水
韻
稿
琴
。

天
高
径
路
遠
、
河
廻
桃
源
深
。
山
中
明
月
夜
、
自
得
幽
居
心
。
（
藤
原
宇
合
）

友
非
干
椋
友
、
賓
是
獲
震
賓
。
浩
歌
臨
水
智
、
長
帰
柴
山
仁
。

梁
前
柘
吟
古
、
峡
上
糞
聾
新
。
琴
樽
猶
未
極
、

明
月
照
河
演
。
（
藤
原
高
里
）

方
噴
多
幽
趣
、
超
然
少
俗
塵
。
棲
心
佳
野
域
、
尋
問
美
稲
津
。
（
丹
揮
康
成
）

こ
れ
ら
の
詩
に
見
る
隠
逸
的
な
気
分
は

一
時
的
な
高
踏
趣
味
を
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
に
神
仙
的
な
雰
囲
気
も
加
味
し
て



い
る
こ
と
で
、
先
述
し
た
六
朝
的
傾
向
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
神
仙
・
隠
遁
的
な
雰
囲
気
が
琴
樽
詩
歌
を
交
え
た
宴
遊
と
結
び
付
い
て
い
る

こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
長
い
隠
者
の
伝
統
を
も
っ
中
国
で
は
、
世
俗
権
力
に
背
を
向
け
る
隠
遁
生
活
は
、

か
つ
て
餓
死
者
も
出
た
ほ
ど
、

初
め
決
し
て
気
楽
で
微
温
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
「
弄
琴
明
月
、
酌
酒
和
風
」
（
謝
霊
運
・
逸
民
賦
〉
と
い
う
悠
々
自
適
な
生
活
風

景
を
見
い
だ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

や
は
り
隠
逸
趣
味
が
名
士
の
好
尚
に
な
っ
た
六
朝
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
貌
晋
の
玄
学
を
通
過
し
た
老

荘
思
想
の
貴
族
社
会
へ
の
浸
透
と
変
容
が
あ
る
。
「
自
然
無
為
」
「
万
物
斉
同
」
な
ら
ば
、
顕
に
も
隠
に
も
拘
る
こ
と
な
く
、
物
事
の
対
立
自

体
が
無
意
味
に
な
り
、
む
し
ろ
富
貴
に
処
し
つ
つ
世
事
に
と
ら
わ
れ
な
ず
自
然
を
楽
し
む
閥
達
な
処
世
態
度
が
風
流
と
し
て
好
ま
れ
、
そ
れ

が
「
朝
隠
」
な
の
で
あ
る
。
吉
野
詩
に
琴
樽
が
詠
ま
れ
る
の
は
遊
覧
詩
で
あ
っ
た
た
め
で
は
あ
る
が
、
風
流
な
遊
び
を
伴
う
屈
託
の
な
い
隠

逸
的
な
気
分
を
楽
し
も
う
と
す
る
の
は
、

正
に
六
朝
的
な
趣
味
だ
と
い
え
る
。
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こ
う
し
た
傾
向
は
、
貴
族
達
の
豪
邸
で
聞
か
れ
る
宴
遊
の
詩
文
に
お
い
て
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。

羽
爵
騰
飛
、
混
賓
主
於
浮
蟻
、
清
談
振
設
、
忘
貴
賎
於
創
鶏
。
（
中
略
）
小
山
丹
桂
、
流
彩
別
愁
之
篇
、
長
坂
紫
蘭
、
散
複
同
心
之
翼

（
山
田
三
方
・
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
）

沈
鏡
小
池
、
勢
無
劣
於
金
谷
、
染
翰
良
友
、
敷
不
過
於
竹
林
（
藤
原
宇
合
・
暮
春
曲
宴
南
池
）

物
我
両
忘
、
自
抜
宇
宙
之
表
、
枯
築
讐
遣
、
何
必
竹
林
之
間
（
下
毛
野
虫
麻
日
・
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
〉

僕
、
聖
代
狂
生
耳
。
直
以
風
月
為
情
、
魚
鳥
為
翫
。
貧
名
狗
利
、
未
適
衝
襟
。
（
中
略
）
千
歳
之
問
、
稿
康
我
友
、

一
酔
之
飲
、
伯
倫
吾

師
。
不
慮
軒
目
先
之
築
身
、
徒
知
泉
石
之
柴
性
。
（
藤
原
麻
呂
・
暮
春
於
園
池
置
酒
）

こ
こ
に
豪
勢
な
酒
宴
と
風
雅
な
文
遊
に
加
え
て
、
「
貴
賎
、
物
我
、
栄
枯
」
と
い
っ
た
対
立
を
す
べ
て
超
越
す
る
清
談
的
な
雰
囲
気
が
明
白

に
看
取
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
陸
的
風
流
の
お
手
本
を
見
る
と
、

ま
ず
「
小
山
」
云
々
は
、
准
南
王
・
劉
安
の
こ
と
を
い
う
。



ち
な
み
に
、
劉
安
は
王
逸
の
楚
辞
注
に
よ
れ
ば

昔
准
南
王
安
、
博
雅
好
古
、
招
懐
天
下
俊
偉
之
士
。
白
人
公
之
徒
、
威
慕
其
徳
、
而
蹄
其
仁
、
各
端
才
智
、
著
作
篇
章
、
分
造
僻
賦
、

以
類
相
従
、
故
或
稽
小
山
、
或
稽
大
山
。
其
義
猶
詩
有
小
雅
、
大
雅
也
。

と
い
う
人
物
で
あ
る
。
文
中
「
八
公
」
と
は
八
人
の
仙
人
を
指
す
の
で
、
准
南
王
も
神
仙
伝
に
登
場
し
、
彼
の
も
と
に
集
ま
る
賓
客
達
が

著
作
し
た
推
南
子
は
、
黄
老
道
家
の
思
想
を
基
本
と
し
諸
子
百
家
を
取
捨
し
て
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
辞
賦
を
作
る
風
雅
に
お
い

て
、
漢
書
・
婁
文
志
に
准
南
王
ら
君
臣
の
賦
が
四
十
四
篇
も
見
え
、
文
選
に
あ
る
劉
安
の

「
招
隠
土
」
は
、
隠
逸
文
学
の
一
つ
の
源
流
を
成

す
も
の
で
、
懐
風
藻
の
山
斎
詩
等
に
も
よ
く
引
か
れ
て
い
る
。

い
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
小
山
は
、
神
仙
な
い
し
隠
逸
的
な
雰
囲
気
を
か
ら
め

る
風
雅
の
遊
び
場
と
し
て
、
長
屋
王
の
佐
保
楼
の
宴
遊
が
そ
れ
に
見
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
同
席
の
調
寸
古
麻
呂
詩
も
「
人
含
大
王
徳
、

地
若
小
山
基
」
と
表
象
し
て
い
る
。
准
南
王
ら
「
小
山
」
の
こ
と
は
、
六
朝
な
い
し
初
唐
の
詩
賦
に
も
読
ま
れ
、

上
掲
の
詩
文
も
そ
れ
と
同
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じ
趣
を
一
不
す
と
い
え
る
が
、
佐
保
楼
の
風
雅
が
一
世
を
風
擁
し
た
長
屋
王
の
行
く
末
を
思
え
ば
、
謀
反
の
誕
告
で
白
墨
さ
せ
ら
れ
た
そ
の
最

期
も
劉
安
に
似
て
い
る
こ
と
、
甚
だ
興
味
深
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
大
陸
的
風
流
の
も
う
一
つ
の
モ
デ
ル
は
、
石
崇
の
金
谷
闘
で
の
優
雅
な
隠
遁
生
活
と
琴
樽
詩
文
を
交
え
た
豪
遊
で
あ

る
。
文
選
に
見
る
石
崇
の
思
帰
引
序
を
見
れ
ば

晩
節
更
柴
放
逸
、
篤
好
林
薮
、
遂
肥
遁
於
河
陽
別
業
。
（
中
略
〉
出
則
以
遊
目
文
釣
為
事
、
入
則
有
琴
書
之
娯
、
又
好
服
食
咽
集
、
志
在

不
朽
。

一
方
そ
こ
で
は
、

三
十
人
も
の
文
人
墨
客
が
「
垂
直
夜
宴
遊
」
し
、
琴
惹
鼓
吹
し
て
は
詩
を
賦
し
た
こ
と
、
金
谷
詩
序
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
六
朝
的
風
流

と
あ
る
。
河
陽
別
業
即
ち
金
谷
園
は
、

石
崇
が
晩
年
隠
退
し
て
遁
遥
し
、
長
生
術
を
修
練
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、



を
好
み
文
選
等
を
熟
読
し
た
奈
良
朝
の
文
人
達
に
と
っ
て
、
金
谷
園
は
そ
う
し
た
両
面
を
合
わ
せ
持
つ
に
違
い
無
く
、
宇
合
の
詩
序
が
後
者

に
照
準
を
合
わ
せ
る
と
す
れ
ば
、
佐
保
楼
を
「
景
麗
金
谷
室
」
（
初
春
於
作
賓
楼
置
酒
）
と
石
崇
の
河
陽
別
業
に
嘗
え
た
長
屋
王
は
、
前
者
を

強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
奈
良
朝
に
お
け
る
六
朝
的
風
流
の
最
た
る
も
の
は
、

や
は
り
竹
林
七
賢
で
あ
る
。
彼
ら
は
常
に
竹
林
に
集
ま
っ
て
は
「
埠
意

酎
暢
」
す
る
が
、
老
荘
を
好
み
、
名
教
の
礼
法
を
無
視
し
、
自
由
闘
達
に
振
る
舞
っ
た
彼
ら
の
生
き
方
は
、
当
時
中
国
で
も
一
世
を
風
麗
し
、

後
世
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
。
七
人
は
い
ず
れ
も
個
性
的
な
知
識
人
で
あ
る
が
、
就
中
、
玩
籍
と
稲
康
は
当
代
き
つ
て
の
文

学
者
で
あ
り
玄
学
家
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
飲
酒
に
か
け
て
は
竹
林
の
象
徴
的
な
存
在
の
劉
伶
も
「
酒
徳
煩
」
を
文
選
に
留
め
て
い
る
。
奈
良

朝
の
文
人
達
は
、

七
賢
の
中
で
も
こ
の
三
人
に
最
大
限
の
共
感
を
表
現
し
て
い
る
が
、

そ
の
趣
旨
は
、
琴
酒
詩
書
を
愛
で
る
風
流
の
ほ
か
、
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名
利
礼
法
に
と
ら
わ
れ
ぬ
超
俗
的
で
閥
達
な
処
世
態
度
に
も
あ
る
こ
と
、
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
六
朝
貴
族
に
浸
透
し
た

貌
晋
の
玄
学
が
必
須
の
教
養
と
し
て
奈
良
朝
の
貴
族
達
に
も
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
大
陸
的
風
流
に
は
文
遊
の
風
雅
の
み
な
ら

ず
、
世
事
に
拘
ら
ぬ
超
俗
的
な
処
世
姿
勢
も
必
要
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
奈
良
朝
の
漢
詩
文
に
お
け
る
神
仙
思
想
の
影
響
は
、
多
く
は
語
句
修
飾
に
用
い
ら
れ
る
侍
宴
応
詔
詩
を
除
け

ば
、
主
と
し
て
吉
野
詩
な
ど
仙
女
伝
説
を
詠
む
の
に
偏
る
が
、
老
荘
及
び
隠
逸
趣
味
は
、
貌
晋
六
朝
の
玄
学
文
学
の
発
明
助
長
も
あ
っ
て
、

そ
れ
が
風
流
の
要
素
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
遊
覧
・
酒
宴
詩
の
ほ
か
、
独
詠
的
な
幽
棲
や
述
懐
詩
か
ら
も
そ
の

よ
う
な
傾
斜
が
看
取
さ
れ
る
。

文
藻
我
所
難
、
荘
老
我
所
好
。
行
年
己
過
半
、
今
更
為
何
勢
。
（
越
智
康
江
・
述
懐
）

試
出
嵩
塵
慮
、
追
尋
仙
桂
叢
。
巌
鎗
無
俗
事
、
山
路
有
樵
童
。



泉
石
行
行
異
、
風
煙
慮
慮
向
。
欲
知
山
人
繁
、
松
下
有
清
風
。
（
隠
士
民
黒
人
・
幽
棲
）

も
っ
と
も
、
懐
風
藻
に
見
る
老
荘
な
い
し
隠
逸
の
趣
味
を
示
す
漢
詩
文
の
主
流
が
、
貴
族
文
人
達
の
風
雅
な
遊
び
に
あ
っ
た
こ
と
、
先
述

し
た
通
り
で
あ
る
が
、
儒
教
の
現
実
的
な
価
値
観
を
相
対
化
す
る
こ
と
へ
の
興
味
が
風
流
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、
記
憶
に
留
め
る

に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

心
を
し
無
可
有
の
郷
に
置
き
で
あ
ら
ば
貌
姑
射
の
山
を
見
ま
く
近
け
む
（
三
八
五
一
）

奈
良
時
代
に
入
る
と
、

万
葉
和
歌
で
も
右
に
見
る
よ
う
な
老
荘
と
神
仙
の
関
係
を
巧
み
に
捉
え
た
好
作
が
現
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か

柘
枝
、

七
夕
伝
説
を
詠
む
も
の
、

ま
た
は
蓬
莱
仙
援
や
山
人
を
興
じ
る
歌
も
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
遊
仙
・
隠
逸
文
学
に
見
る
よ
う
な
俗
世
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を
超
越
す
る
高
踏
趣
味
を
示
す
と
い
う
よ
り
、
純
粋
の
知
的
興
味
を
主
眼
と
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
神
亀
・
天

平
年
間
の
都
府
歌
壇
で
活
躍
し
た
旅
人
は
、
異
色
の
存
在
と
し
て
際
立
っ
て
お
り
、
神
仙
・
隠
逸
的
な
趣
味
を
示
す
も
の
は
、

そ
の
作
歌
の

半
数
近
く
を
占
め
る
。
本
章
は
以
下
、
旅
人
の
諸
作
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

ま
ず
、
巻
三
に
あ
る
「
大
伴
卿
歌
五
首
」
と
題
す
る
一
連
作
を
見
て
み
る
。

わ
が
盛
り
ま
た
変
若
め
や
も
ほ
と
ほ
と
に
寧
楽
の
京
を
見
ず
か
な
り
な
む
（
三

吾
が
命
も
常
に
あ
ら
ぬ
か
昔
見
し
象
の
小
河
を
行
き
て
見
む
た
め
（
三
三
二
〉

浅
茅
原
つ
ば
ら
つ
ば
ら
に
物
思
へ
ば
故
り
に
し
郷
し
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
三
二
二
二
）

萱
草
吾
が
紐
に
付
く
香
具
山
の
故
り
に
し
里
を
忘
れ
む
が
た
め
（
二
二
二
四
）



吾
が
行
き
は
久
に
は
あ
ら
じ
夢
の
わ
だ
瀬
に
は
成
ら
ず
で
淵
に
あ
ら
な
も
（
三
三
五
）

右
の
中
、
第
一
、

ハ
6
〉

二
首
に
神
仙
思
想
の
影
響
が
見
い
だ
せ
る
こ
と
は
、
夙
に
先
学
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
第

五
首
も
吉
野
に
不
変
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
吉
野
が
仙
境
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
既
に
懐
風
藻
の
詩
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
歌

は
、
吉
野
詩
に
も
「
夢
淵
」
と
の
表
現
で
詠
ま
れ
、
そ
れ
は
天
武
朝
に
お
け
る
神
仙
世
界
志
向
の
雰
囲
気
の
中
で
高
唐
・

神
女
賦
な
ど
に
見
る
「
（
雲
）
夢
津
」
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
初
二
句
も
第
て
二
首
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
転

中
「
夢
の
わ
だ
」

任
に
よ
る
帰
京
の
予
想
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
隠
退
を
想
定
し
て
の
帰
郷
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
第
五
首
は
、
「
わ
が
盛
り
」
の
表
退
か
ら
隠
退

を
予
想
し
仙
境
吉
野
に
恒
常
不
変
の
夢
を
託
そ
う
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
第
三
・
四
首
に
詠
ん
だ
飛
鳥
の
故
郷
は
、
古
都
で
も
あ

り
、
古
都
と
い
え
ば
詩
賦
の
み
な
ら
ず
、
奈
良
万
葉
で
も
そ
の
荒
廃
ぶ
り
が
盛
衰
の
無
常
を
象
徴
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

の
衰
退
と
相
ま
っ
て
、

正
に
世
間
の
栄
枯
盛
表
の
無
常
を
物
語
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
第
五
首
に
お
い
て
吉
野
に
恒
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歌
人
が
「
萱
草
」
を
歌
い
忘
れ
た
い
と
い
う
の
は
、
故
郷
に
帰
れ
な
い
悲
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
荒
れ
果
て
た
古
都
の
光
景
が
わ
が
身

久
不
変
を
求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

そ
し
て
、
こ
の
連
作
を
貫
く
趣
意
は
、
俗
世
の
栄
枯
盛
表
の
無
常
か
ら
身
を
引
き
、
吉
野
仙
境
に
長

生
と
不
変
を
希
求
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
首
に
続
い
て
作
ら
れ
た
の
は
、
讃
酒
歌
十
三
首
合
一
三
一
八

i
三
五

O
）
で
あ
る
。
こ
の
連
作
は
、
貌
晋
の
玄
学
思
想
を
踏
ま
え
る
も
の

が
多
く
、
世
俗
的
な
名
教
の
功
利
に
対
す
る
閥
達
で
超
俗
的
な
飲
酒
世
界
と
い
う
い
わ
ば
顕
と
隠
の
対
立
構
図
を
取
っ
て
い
る
。
中
で
も
無

為
達
観
に
通
ず
る
酒
を
聖
と
し
、
竹
林
七
賢
へ
の
同
調
を
歌
っ
た
三
三
九
、

三
四

O
の
二
首
は
、

一
見
懐
風
藻
の
漢
詩
の
世
界
と
も
共
通
す

る
が
、
十
三
首
の
玄
学
に
関
わ
る
こ
と
漢
詩
よ
り
も
広
く
深
い
も
の
が
あ
る
。

三
四
四
番
歌
で
名
教
の

「
賢
良
」
ぶ
り
を
痛
烈
に
罵
倒
し
た

り
、
三
四
三
番
歌
で
は
世
間
の
名
利
を
振
り
切
っ
て
徹
底
的
に
飲
酒
に
沈
む
生
き
方
ヘ
同
調
し
た
り
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
列
子
・
揚
朱
篇



に
見
る
よ
う
な
現
世
的
快
楽
を
歌
う
三
四
八
、

三
四
九
の
二
首
も
あ
り
、
中
で
も
竹
林
七
賢
の
玩
籍
を
強
く
意
識
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の

連
作
の
世
俗
的
価
値
観
に
対
す
る
否
定
と
飲
酒
世
界
へ
の
讃
賞
か
ら
深
い
憂
愁
と
自
棄
の
心
情
が
読
み
取
れ
、
特
に
院
籍
の
生
き
方
を
「
酔

い
泣
き
」
と
捉
え
、
「
遊
び
の
道
に
冷
し
く
は
酔
突
す
る
」
（
三
四
八
〉
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
、
作
者
の
漢
学
の
造
詣
に
負
う
こ
と
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
旅
人
自
身
が
政
界
か
ら
疎
外
さ
れ
た
絶
望
的
な
響
き
が
あ
り
、
抑
え
き
れ
な
い
憂
欝
と
悲
愁
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
竹
林

を
詠
む
漢
詩
文
と
む
し
ろ
対
照
的
で
さ
え
あ
る
。

讃
酒
歌
十
三
首
に
汲
み
取
れ
る
歌
人
の
悲
愁
の
情
緒
は
、
先
に
見
た
五
首
に
通
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
歌
人
の
心
境
が
い
か
な
る
理

由
に
起
因
す
る
に
せ
よ
、

二
つ
の
連
作
に
お
い
て
描
き
出
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
仙
境
吉
野
の
山
水
へ
の
思
慕
で
あ
り
、
世
俗
を
超
越

し
た
隠
逸
的
世
界
へ
の
共
感
で
あ
る
こ
と
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
俗
世
を
離
脱
し
そ
の
価
値
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
世
俗
権
力
へ
の
同
調
を
拒
否
す
る
意
向
が
読
み
取
れ
る
も
の
の
、
権
力
と
対
立
す
る
意
思
は
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
吉
野
と
竹
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林
は
、
先
述
の
漢
詩
文
も
、
旅
人
と
異
な
る
興
味
か
ら
で
は
あ
る
が
、
同
じ
く
憧
慢
の
念
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
両
者
の
聞
に
時
代
の

風
流
と
い
う
次
元
に
お
い
て
、
共
通
す
る
一
面
を
存
す
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。

そ
れ
か
ら
、

天
平
元
年
の
十
月
に
旅
人
は
、
京
師
に
い
る
藤
原
房
前
に
倭
琴
一
面
と
神
仙
謹
風
の
書
簡
一
通
を
贈
っ
た
。
「
大
伴
淡
等
謹

状
」
と
冠
す
る
そ
の
書
状
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

此
琴
夢
化
二
娘
子
一
日
、
余
託
一
一
根
遥
嶋
之
崇
轡
↓
瞬
二
幹
九
陽
之
休
光
↓
長
帯
麗
霞
↓
遁
一
一
遥
山
川
之
阿
↓
遠
望
一
一
風
波
↓
出
一
入
雁
木
之

問
↓
唯
恐
二
一
百
年
之
後
、
空
朽
一
一
溝
墾
寸
偶
遭
一
良
匠
↓
散
為
一
1
小
琴
↓
不
レ
顧
一
一
質
食
音
少
↓
恒
希
一
一
君
子
左
琴
寸
即
歌
日

い
か
に
あ
ら
む
日
の
時
に
か
も
声
知
ら
む
人
の
膝
の
上
吾
が
枕
か
む
（
八
一

O）

僕
報
一
一
詩
詠
一
日



言
聞
は
ぬ
樹
に
は
あ
り
と
も
う
る
は
し
き
君
が
手
馴
れ
の
琴
に
し
あ
る
べ
し
f「

八
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琴
娘
子
答
目
、
敬
奉
一
一
徳
音
↓
幸
甚
々
々
。
片
時
覚
、
即
感
ニ
於
夢
言
↓
慨
然
不
レ
得
一
一
黙
止
↓
故
附
一
一
公
使
↓
柳
以
進
御
耳
。
「
謹
状
不

目
六
」

こ
の
作
品
は
、
前
半
に
梧
桐
の
世
離
れ
し
高
踏
す
る
性
格
を
、
後
半
に
君
子
の
知
音
が
得
た
い
意
思
を
擬
人
化
の
手
法
で
描
い
て
い
る
。

一
篇
が
稿
康
の
琴
賦
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
は
、
夙
に
先
学
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
、
ま
た
そ
こ
に
上
京
請
託
の
意
思
が
伺
え
る
と
い
う
一
説

も
古
く
か
ら
あ
る
。
書
簡
と
い
う
文
体
の
常
識
を
逸
す
る
虚
構
の
手
法
は
、
た
ぶ
ん
本
来
な
ら
ば
両
立
し
な
い
二
重
性
を
併
存
さ
せ
る
た
め

に
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
て
み
た
い
の
は
、
謹
状
と
琴
賦
の
関
わ
り
方
で
あ
る
。
竹
林
の
一
人
で
あ
る
稿
康
が
琴
賦
に
付

与
し
た
モ
チ
ー
フ
は
、
固
り
老
荘
に
基
づ
く
自
然
守
真
の
玄
学
思
想
に
あ
る
。
荘
子
に
拠
る
「
雁
木
之
間
」
ま
で
の
倭
琴
自
叙
の
前
半
は
、

大
体
に
お
い
て
琴
賦
の
基
調
と
一
致
す
る
。

し
か
し
、
「
唯
恐
」
以
下
の
遜
っ
た
表
現
は
、
琴
賦
と
異
な
り
、
特
に
「
百
年
之
後
空
朽
溝
墾
」

nu 
oo 

と
い
っ
た
表
象
は
琴
賦
に
な
く
、

そ
の
発
想
自
体
琴
賦
の
趣
旨
と
講
離
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
年
老
い
た
作
者
の
心
情
が
強
く
投
影
し

て
い
よ
う
。
書
状
後
半
で
知
音
を
求
む
内
容
は
琴
賦
に
も
見
え
る
が
、
琴
賦
の
知
音
は
「
君
子
」

で
は
な
く
、
荘
子
の
言
う
「
無
己
」

の

「
至
人
」

で
あ
る
。
至
人
は
君
子
と
も
い
え
な
く
は
な
い
が
、
君
子
は
す
べ
て
至
人
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
従
っ
て
、
自
ら
が
空
し
く
朽

ち
る
こ
と
を
恐
れ
る
「
有
己
」

の
倭
琴
の
求
む
知
音
は
、
至
人
で
は
な
く
君
子
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
謹
状
が
琴
賦

を
強
く
意
識
し
な
が
ら
そ
れ
と
異
な
る
志
向
を
示
す
の
は
、
書
簡
の
前
半
と
後
半
が
逆
接
的
関
係
に
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
が
、
作
者
の
意

図
が
後
半
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

乙
女
と
旅
人
の
応
酬
歌
を
見
れ
ば
知
れ
る
。
ち
な
み
に
、
旅
人
歌
中
の
冠
詞
「
事
問
は
ぬ
」
は
、
文
字
通
り

に
解
す
れ
ば
、
世
事
を
問
わ
ぬ
と
い
う
琴
木
の
世
離
れ
の
姿
勢
を
集
約
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
君
子
の
遊
び
に
預
か
る
風

流
の
資
質
は
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
一
首
の
趣
向
は
、
漢
詩
文
に
見
た
隠
逸
と
風
流
を
絢
い
交
ぜ
た
「
朝
隠
」

の
趣
味
に
等
し
く
、

し
か
も
風



流
に
力
点
を
置
く
も
の
と
言
え
る
。
こ
こ
に
倭
琴
歌
と
讃
酒
歌
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

翌
天
平
二
年
の
正
月
、
大
宰
帥
邸
で
盛
大
な
梅
花
宴
が
聞
か
れ
、
旅
人
を
は
じ
め
都
府
管
下
の
官
人
達
が
三
十
二
首
も
の
梅
花
歌
を
詠
み

連
ね
た
の
が
巻
五
に
見
え
、
奈
良
万
葉
の
一
大
快
挙
と
称
せ
る
。
こ
の
と
き
、
旅
人
の
手
に
よ
る
歌
序
に

「
於
レ
是
蓋
レ
天
坐
レ
地
、
促
レ
膝
飛

レ
傷
。
忘
一
一
言
一
室
之
裏
↓
開
一
一
衿
煙
霞
之
外
↓
淡
然
自
放
、
快
然
自
足
」
と
い
い
、
そ
の
清
談
的
な
雰
囲
気
は
、
懐
風
藻
の
詩
序
と
殆
ど
変
わ

ら
な
い
。
そ
し
て
梅
花
歌
に
続
く
「
員
外
思
故
郷
歌
二
首
」

に
不
死
の
仙
薬
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。

わ
が
盛
り
い
た
く
降
ち
ぬ
雲
に
飛
ぶ
薬
は
む
と
も
ま
た
変
若
ち
め
や
も
（
八
四
七
〉

雲
に
飛
ぶ
薬
は
む
よ
は
都
見
ば
い
や
し
き
わ
が
身
ま
た
変
若
ち
ぬ
ベ
し

（
八
四
八
）

「
雲
に
飛
ぶ
薬
」

の
出
典
に
つ
い
て
は
、
奈
良
朝
文
人
の
准
南
小
山
へ
の
関
心
度
か
ら
い
っ
て
、

や
は
り
小
島
氏
の
指
摘
通
り
、
神
仙
伝

。。

に
見
え
る
准
南
王
の
説
話
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
歌
の
な
か
歌
人
は
、
仙
薬
よ
り
京
師
の
ほ
う
が
わ
が
身
を
若
返
ら
せ
る
に
違
い
な
い
と

歌
い
、
京
師
へ
の
思
慕
を
最
大
限
に
誇
張
し
た
。
こ
れ
は
、
も
と
よ
り
仙
薬
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
仙
薬
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
た

上
で
更
に
帰
京
を
強
調
す
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
漢
詩
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。
こ
の
表
現
の
基
底
に
繁
盛
と
風
流
を

極
め
る
京
都
は
、
帝
郷
即
ち
仙
郷
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
へ
の
想
到
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
旅
人
の
歌
う
「
吾
が
盛
り
」
は
、

単
に
寿
命
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
り

そ
れ
が

「
ま
た
変
若
ぬ
ベ
し
」
と
結
ぶ
こ
と
か
ら
わ
が
身
の
将
来
へ
の
あ
る
種
の
期
待

が
明
白
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
二
首
は
、
先
述
し
た
大
伴
卿
歌
五
首
わ
け
で
も
第
一
首
と
表
現
上
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
が
、
両
作
に
読

み
取
れ
る
歌
人
の
心
境
に
は
、
あ
る
種
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
制
作
時
期
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
間
に
位
置
す
る
倭
琴
歌
の
存
在
が
一
つ
の
転

換
点
を
意
味
し
よ
う
。

漢
文
と
和
歌
を
絢
い
交
ぜ
た
一
篇
に
小
説
的
な
虚
構
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
点
で
、
倭
琴
歌
に
近
い
も
の
に

「
遊
於
松
浦
河
序
」
並
び
に
歌



十
一
首
（
八
五
三

1
八
六
三
〉
が
あ
る
。
こ
の
歌
群
に
つ
い
て
複
数
作
者
説
も
あ
る
が
、
作
品
の
完
成
度
か
ら
い
っ
て
、

や
は
り
旅
人
の
作

と
見
た
い
。
こ
の
一
篇
の
表
現
な
い
し
構
想
が
遊
仙
窟
や
洛
神
賦
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
は
、
す
で
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
る

に
遊
仙
窟
と
洛
神
賦
と
は
作
品
の
性
格
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
問
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
か
は
、
歌
群
に
対
す
る
理
解
に
も
関
わ
り
か
ね
な

い
。
私
見
で
は
、
語
句
表
現
の
面
で
序
文
は
遊
仙
窟
を
踏
襲
す
る
も
の
が
多
く
、
対
し
て
作
品
の
趣
意
に
お
い
て
は
逆
に
洛
神
賦
を
強
く
意

識
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
巻
五
に
あ
る
吉
田
宜
の
旅
人
へ
の
返
簡
で
、
本
篇
を
称
し
て
「
疑
衡
皐
税
駕
之
篇
」
と
い
う
の
が
、

こ
の
あ
た
り
の
消
息
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
歌
群
最
後
の
追
和
詩
三
首
は
、
「
帥
老
」
と
署
名
し
な
が
ら
乙
女
ら
を
見
な
か
っ
た
想
定
で
歌
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
見
る
人
と
見
ぬ
人
が
共
に
登
場
す
る
神
女
賦
・
洛
神
賦
を
意
識
し
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
特
定
の
人
物
に
し
か
仙

女
が
見
え
な
い
と
い
う
の
は
、
奈
良
朝
知
識
人
の
常
識
で
あ
り
、
本
篇
も
追
和
詩
を
加
え
た
形
で
始
め
て
完
成
す
る
一
篇
の
神
仙
謹
で
あ
る
。

さ
て
、
漢
文
の
歌
序
を
み
れ
ば
、
作
者
が
暫
く
松
浦
豚
へ
い
っ
て
遊
覧
し
遁
遥
す
る
と
き
、
偶
然
「
花
容
無
讐
」
「
風
流
絶
世
」
の
鮎
を
釣

n
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る
乙
女
ら
と
避
遁
し
、
歌
を
交
わ
し
て
情
を
語
り
合
っ
た
と
い
う
の
が
一
篇
の
構
想
で
あ
る
が
、
中
で
も
主
人
公
に
対
す
る
乙
女
ら
の
答
え

が
注
目
さ
れ
る
。
彼
女
の
言
う
「
漁
夫
之
舎
児
」
と
は
、
隠
者
の
自
称
と
も
な
る

「
草
庵
之
徴
者
」
と
対
句
に
な
る
か
ら
、
楚
辞
・
漁
父
を

意
識
し
て
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
「
唯
性
便
水
」
「
復
心
柴
山
」
は
、
吉
野
詩
と
同
じ
典
拠
を
用
い
て
、
俗
塵
を
離
れ
た
仙
境
の
山

水
を
遊
び
親
し
む
意
思
を
表
し
、
さ
ら
に
「
洛
浦
」
「
亙
峡
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
高
唐
・
洛
神
賦
を
踏
ま
え
、
自
ら
を
表
白
す
る
も
の
で

あ
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
旅
人
が
出
会
っ
た
の
は
、
隠
者
で
あ
り
仙
女
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
序
文
の
眼
目
が
あ
り
、

乙

女
ら
が
進
ん
で

「
借
老
」
を
求
め
る
発
想
も
洛
神
賦
と
一
致
す
る
。

振
り
返
っ
て
洛
神
賦
を
見
れ
ば
、
洛
神
の
窓
妃
は
、
楚
辞
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
後
漢
の
王
逸
注
に
よ
る
と
、
離
騒
の
題
注
に
一一「

宏、

妃
佼
女
、
以
響
賢
臣
」
と
あ
り
、
問
注
に
は

「
窓
妃
、
神
女
、
比
喰
隠
士
」
と
い
う
。
洛
神
賦
は
楚
辞
に
表
現
を
仰
い
だ
も
の
が
多
い
か
ら
、



作
者
曹
植
が
離
騒
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同
賦
は
ま
た
、
文
選
李
善
注
に
よ
れ
ば
、
曹
植
が
若
い
頃
心
を
寄
せ
て
い
た
甑

后
の
霊
と
洛
水
の
畔
で
遭
遇
し
た
の
を
賦
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
真
実
な
の
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
話
の
伝
え
た
甑

后
が
曹
不
一
に
嫁
ぎ
、
生
前
つ
い
に
曹
植
と
結
ば
れ
な
か
っ
た
経
緯
は
、
史
書
に
見
る
貌
の
武
帝
の
寵
愛
が
曹
植
か
ら
曹
亙
（
後
の
文
帝
）
に

移
っ
た
史
実
と
相
重
な
る
。
そ
こ
に
こ
の
伝
え
の
真
実
味
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
理
由
で
、
曹
植
は
比
輸
の
意
味
を
も
っ
窓
妃
と
出

会
い
そ
し
て
別
れ
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
綴
っ
た
賦
に
作
者
の
限
り
な
い
憂
い
が
窺
え
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
遊
松
浦
河
歌
は
、
吉
野
詩
と
同
一
の
典
拠
を
用
い
た
こ
と
か
ら
柘
枝
仙
女
を
伝
え
る
吉
野
へ
の
想
到
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
本
作
が
直
に
踏
ま
え
た
の
は
、

周
知
の
通
り
、
肥
前
松
浦
郡
に
伝
わ
る
神
功
垂
論
伝
説
で
あ
り
、
同
地
に
は
史
書
に
も
載
っ
た
狭

手
彦
鎮
韓
説
話
に
絡
む
佐
用
姫
伝
説
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
鮎
釣
り
の
習
俗
が
神
功
垂
論
に
始
ま
る
と
す
れ
ば
、

か
つ
て
佐
用
姫
も
松
浦
河
で

円
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鮎
を
釣
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
、

と
い
う
想
像
が
容
易
に
働
く
で
あ
ろ
う
。
憶
良
は
本
篇
を
諌
ん
で
旅
人
に
送
っ
た
和
歌
二
一
首
（
八
六
八

1

七
O〉

に
ま
ず
佐
用
姫
を
、
次
に
神
功
垂
給
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
続
く
佐
用
姫
領
巾
振
り
歌
群
（
八
七
一

1
七
五
〉
は
旅
人
送
別
の
た

め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
狭
手
彦
に
は
旅
人
・
佐
用
姫
に
は
松
浦
乙
女
と
い
う
構
図
が
容
易
に
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
狭
手
彦
及
び
そ
の
父
金
村
の
活
躍
し
た
時
期
は
、
大
伴
家
の
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
。
旅
人
が
鮎
釣
り
乙
女
ら
を
恋
う
と
い
う
一
篇
は
、
佐

用
姫
を
通
し
て
金
村
時
代
を
一
瞬
夢
見
る
趣
意
が
背
後
に
あ
っ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

そ
し
て

「
後
人
」

の

「
帥
老
」
が
、
結
局
乙
女
を
見

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
よ
り
自
分
が
一
族
の
隆
盛
時
と
同
様
の
境
遇
に
処
し
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
輸
し
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

再
度
、
松
浦
河
歌
と
洛
神
賦
を
照
合
す
れ
ば
、

両
作
の
構
成
や
発
想
の
類
似
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
神
話
伝
説
を
基
底
に
据
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
獲
得
し
た
寓
意
性
に
お
い
て
両
者
が
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
松
浦
河
歌
に
お
い
て
帥
老
が
乙
女
に
会
え
な
か
っ
た



こ
と
は
、
琴
歌
の
乙
女
が
未
だ
君
子
に
逢
わ
な
い
こ
と
と
同
じ
く
、

且
つ
ま
た

「
わ
が
盛
り
」
を
嘆
き
「
酔
い
泣
き
」
を
歌
う
こ
と
に
も
通

じ
る

い
わ
ば
旅
人
の
諸
作
を
貫
く
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
に
神
仙
・
老
荘
思
想
へ
の
興
味
を
示
す
旅
人
歌
の
特

色
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四

神
仙
な
い
し
老
荘
思
想
へ
の
傾
斜
と
い
う
視
点
か
ら
、
懐
風
藻
の
漢
詩
文
と
万
葉
集
に
あ
る
旅
人
作
を
比
べ
て
見
る
と
き
、

そ
こ
に
時
代

の
共
通
性
と
と
も
に
大
き
な
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
共
通
点
を
一
つ
挙
げ
れ
ば
、
老
荘
を
好
む
竹
林
七
賢
な
ど
貌
晋
六
朝
の
文
人

達
の
超
俗
的
で
閥
達
な
生
き
方
と
琴
樽
詩
歌
を
楽
し
む
風
雅
の
趣
味
に
風
流
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
旅
人
も
梅
花
歌
序
に
お
い
て
、
宇
合

る
の
は
、
こ
の
時
代
性
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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ら
の
詩
序
と
向
様
の
興
味
を
示
し
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
讃
酒
歌
が
玩
籍
の
飲
酒
に
、
倭
琴
歌
が
稿
康
の
琴
賦
に
そ
れ
ぞ
れ
擬
せ
ら
れ

そ
れ
に
対
し
、
両
者
の
相
違
を
一
言
で
い
え
ば
、
神
仙
・
隠
逸
的
な
趣
味
を
詠
ず
る
漢
詩
の
世
界
は
全
体
的
に
軽
快
的
で
明
る
い
基
調
を

も
つ
が
、
旅
人
の
諸
作
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
満
た
さ
れ
ぬ
憂
い
を
漂
わ
せ
る
も
の
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

大
陸
文
学
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
に
も
関
わ
る
が
、
文
学
受
容
の
偏
差
自
体
、
個
人
的
体
験
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
、
作
品
は
究

極
的
に
や
は
り
作
者
の
境
涯
を
語
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
言
う
な
ら
ば
、
懐
風
藻
詩
人
の
ほ
と
ん
ど
が
在
京
者
で
あ
っ
て
、

し
か
も
宮
中
や
高
官
豪
邸
の
宴
遊
に
預
か
る
こ
と
が
知
遇
を
得
た
こ
と
に
な
る
の
で
、

そ
の
詩
文
の
格
調
も
自
ず
と
明
る
い
。
対
し
て
、
旅

人
の
諸
作
は

い
ず
れ
も
九
州
の
都
府
に
い
た
時
分
の
制
作
で
あ
る
。
当
時
、
旅
人
は
既
に
六
十
を
過
ぎ
た
老
年
で
あ
り
、

そ
れ
に
愛
妻
に

先
立
た
れ
た
不
幸
が
重
な
る
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
そ
の
作
歌
に
色
濃
く
影
を
落
と
し
た
の
は
、
辺
地
赴
任
に
象
徴
さ
れ
る
仕
途
の
不
如
音
ω



が
あ
る
。
老
衰
と
不
遇
と
は
、
中
国
文
学
に
お
い
て
古
来
二
つ
な
が
ら
に
し
て
一
つ
の
主
題
で
あ
る
。

改
め
て
旅
人
の
諸
作
を
振
り
返
る
と
、
大
伴
卿
歌
五
首
の
制
作
時
期
は
、
天
平
元
年
の
三
、

四
月
に
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
よ
り
一
か
月

余
り
前
に
、
平
城
京
で
は
左
大
臣
の
長
屋
王
が
密
告
に
よ
り
失
脚
し
、
代
わ
り
に
藤
原
氏
が
政
権
を
握
る
と
い
う
政
変
が
起
き
た
。
長
王
と

藤
氏
の
政
争
の
中
で
、
旅
人
は
、
実
際
に
王
側
に
与
し
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
先
代
か
ら
天
皇
家
に
仕
え
て
き
た
一
族
の
伝
承
を
誇
り
に

ま
た
中
納
言
と
し
て
首
班
大
臣
の
主
張
に
同
調
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
従
い
、
そ
の
九
州
赴
任
も
事
件
を
策
略
す
る
藤
氏
の
謀
略
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
政
変
の
報
に
接

し
て
い
る
大
伴
家
の
首
長
と
し
て
心
情
的
に
王
に
傾
き
、

し
自
ら
の
処
せ
ら
れ
る
立
場
を
悟
っ
た
旅
人
の
衝
撃
は
、
想
像
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
に
違
い
な
い
。
世
間
の
栄
枯
盛
衰
の
無
常
感
が
底
を
流

れ
る
五
首
に
伺
わ
れ
る
旅
人
の
心
境
は
、

た
ぶ
ん
長
屋
王
の
変
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

戸
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五
首
に
続
い
て
詠
ま
れ
た
讃
酒
歌
十
三
首
に
隠
し
切
れ
な
い
憂
愁
と
自
棄
の
心
情
が
読
み
取
れ
、
そ
の
背
景
に
長
屋
王
事
件
の
投
影
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
り
、
拙
者
も
別
稿
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
歌
語
「
酔
泣
」
に
凝
縮
さ
れ
る
玩
籍
の
生

き
方
に
つ
い
て
の
み
触
れ
て
お
く
。
文
選
巻
二
一
に
あ
る
「
五
君
詠
」
は
、
周
知
の
と
お
り
、
南
朝
・
劉
宋
の
顔
延
之
が
己
を
述
べ
る
為
に
、

竹
林
七
賢
の
中
か
ら
山
涛
と
王
戎
を
除
い
た
五
人
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
院
籍
を
詠
ず
る
一
首
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

玩
公
雄
論
跡
、
識
密
鑑
亦
洞
。
沈
酔
以
埋
照
、
寓
僻
類
託
調
。

長
崎
明
若
懐
人
、
越
唾
自
驚
衆
。
物
故
不
可
論
、
途
窮
能
無
働
。

右
の
詩
は
、
首
聯
で
玩
籍
の
平
生
と
資
質
を
総
述
し
、
第
二
聯
は
そ
の
飲
酒
と
詠
詩
、
第
三
聯
は
彼
が
隠
者
と
帰
き
合
っ
た
と
い
う
逸
話

と
礼
教
に
反
す
る
振
る
舞
い
を
述
べ
、

そ
し
て
尾
聯
は
世
事
・
人
物
を
議
論
し
な
い
そ
の
処
世
の
慎
重
さ
と
、
意
に
任
せ
て
車
を
駕
し
道
に

行
き
詰
ま
っ
た
ら
働
突
す
る
と
い
う
奇
行
を
詠
ん
だ
。
こ
の
な
か
彼
の
生
き
方
と
し
て
最
も
象
徴
的
な
の
は
、
泥
酔
と
働
突
で
あ
る
。
晋
書



玩
籍
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ほ
ん
ら
い

「
済
世
志
」
を
抱
く
が
、
激
動
の
世
の
中
で
命
を
落
と
す
名
士
が
多
い
た
め
、
世
事
に
与
せ
ず
「
酎

飲
」
を
常
と
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
自
分
の
抱
負
と
才
知
が
世
に
用
い
ら
れ
る
道
が
な
く
、
自
ら
を
飲
酒
に
諮
晦
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
か
ら

の
憂
愁
を
、
院
籍
は
道
に
行
き
詰
ま
っ
て
働
突
す
る
と
い
う
奇
矯
な
行
為
を
も
っ
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
旅
人
が
飲
酒
世
界
を
「
酔
泣
」

と
表
象
し
賞
賛
し
た
の
は
、
竹
林
の
中
で
も
玩
籍
の
飲
酒
に
深
い
理
解
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
裏
返
せ
ば
、
抗
籍
の
遭
遇
と
似
た
よ
う

な
状
況
を
旅
人
も
経
験
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
代
随
一
の
名
士
で
あ
っ
た
長
屋
王
が
不
慮
の
最
後
を
遂
げ
、
旅
人
が
大
き

な
落
胆
を
覚
え
た
政
変
が
浮
か
び
上
が
る
。
「
世
の
中
の
遊
び
の
道
に
冷
し
く
は
酔
突
す
る
に
あ
る
べ
く
あ
る
ら
し
」
と
歌
う
中
、
玩
籍
の
泥

酔
と
働
突
を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
、
中
納
言
で
あ
り
な
が
ら
中
央
政
界
か
ら
疎
外
さ
れ
た
絶
望
的
な
寂
し
さ
に
酔
い
泣
き
し
よ
う
と
す
る
旅
人

の
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
で
は
な
い
か
。

振
り
返
っ
て
懐
風
藻
の
漢
詩
文
を
見
れ
ば
、
同
じ
竹
林
七
賢
を
詠
む
に
し
て
も
、
明
暗
の
色
が
異
な
る
。
先
述
し
た
宇
合
の
吉
野
詩
で
院

円。
0
0
 

籍
を
詠
む
の
に
「
玩
輔
」
を
取
り
上
げ
、
麿
の
詩
は
稿
康
の
琴
と
劉
伶
の
酒
の
み
を
頒
え
た
。
こ
れ
は
宇
合
達
が
竹
林
の
遊
び
の
裏
に
隠
さ

れ
た
一
面
を
知
ら
な
い
為
で
な
く
、
自
ら
の
境
遇
か
ら
そ
れ
に
言
及
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
麿
の
詩
に
次
の
一
首
が
あ
る
。

君
道
誰
云
易
、
臣
義
本
自
難
。
奉
規
終
不
用
、
帰
去
逐
僻
官
。

放
噴
遁
稿
竹
、
沈
吟
侃
楚
蘭
。
天
閣
若
一
啓
、
将
得
水
魚
歓
。
（
過
神
納
言
撞
そ
の
二
）

詩
中
、
竹
林
の
「
放
瞭
」
と
屈
原
の
「
沈
吟
」
は
、

い
ず
れ
も
境
涯
が
不
遇
で
あ
っ
た
た
め
の
行
為
と
し
て
お
り
、

七
賢
を
屈
原
と
共
通

す
る
一
面
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
第
三
者
を
詠
む
も
の
で
、

不
遇
に
あ
っ
た
深
刻
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
竹
林
七

賢
に
対
し
て
そ
う
し
た
認
識
も
奈
良
朝
の
文
人
達
に
あ
っ
た
こ
と
、

そ
れ
が
作
品
中
の
人
物
の
境
涯
に
あ
わ
せ
て
選
別
さ
れ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
旅
人
の
玩
籍
に
対
す
る
捉
え
方
に
も
自
身
の
境
遇
と
見
合
う
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
天
平
元
年
十
月
の
倭
琴
歌
に
な
る
と
、
主
人
公
の
不
如
意
を
語
る
表
象
は
依
然
見
ら
れ
る
も
の
の
、
作
品
の
基
調
に
変
化
が

感
じ
ら
れ
る
。
俗
塵
を
離
れ
た
風
流
の
器
で
あ
る
倭
琴
が
君
子
の
知
遇
を
求
む
の
で
、

そ
れ
に
書
状
を
添
え
て
房
前
に
贈
っ
た
と
旅
人
は
い

う
。
懐
風
藻
の
房
前
の
漢
詩
か
ら
す
れ
ば
、
彼
も
老
荘
思
想
へ
の
理
解
が
あ
っ
た
と
見
え
る
が
、
当
時
朝
廷
権
力
を
握
る
藤
原
勢
力
の
主
要

人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
長
王
と
藤
氏
の
政
争
の
な
か
、

王
に
傾
き
あ
る
い
は
そ
う
思
わ
れ
て
い
た
旅
人
は
、
こ
こ

で
己
の
立
場
ま
た
は
態
度
の
表
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が

「
出
入
雁
木
之
間
」
と
い
う
有
用
と
無
用
の
聞
に
身
を
置
く
処
世
の
態
度

で
あ
り
、
世
「
事
聞
は
」
ず
、
風
流
の
み
希
う
姿
勢
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
俗
塵
を
超
越
す
る
こ
と
で
政
争
な
ど
世
事
に
関
わ
ら
な
い
自
分
を

表
明
し
、

同
時
に
風
流
の
遊
び
に
加
わ
る
べ
き
己
の
資
質
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

王
失
脚
後
の
武
智
麿
の
大
納
言
昇
任
、

光
明
子
の
立
皇
后
等
に
よ
り
、
藤
氏
の
外
戚
政
権
が
確
立
し
た
こ
と
が
あ
り
、
時
間
の
経
過
に
伴
う
環
境
順
応
の
過
程
が
あ
っ
た
も
の
と
思

抑
も
、
老
荘
の
無
為
自
然
を
貴
ぶ
思
想
は
、
物
事
に
固
執
せ
ず
、
自
然
の
勢
い
に
逆
ら
わ
ぬ
こ
と
を
説
く
一
面
を
も
っ
。
一
房
前
も
引
用
し

- 87 -

わ
れ
る
。

た
楚
辞
・
漁
父
の
中
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
即
ち
「
聖
人
不
凝
滞
於
物
、
而
能
輿
世
推
移
」
と
い
う
処
世
の
態
度
で
あ
る
が
、
貌
晋
玄
学
に

お
け
る
荘
子
・
斉
物
論
思
想
に
対
す
る
一
層
の
発
明
が
あ
っ
た
後
、
六
朝
士
大
夫
の
聞
に
見
ら
れ
る
隠
と
顕
の
区
別
を
問
わ
ず
、
「
身
を
官

場
に
置
き
な
が
ら
、
意
識
だ
け
は
山
巌
の
世
界
に
遊
ぶ
」
と
い
う
精
神
構
造
も
そ
の
延
長
上
に
あ
る
。
書
状
が
荘
子
の
言
葉
を
引
い
た
の
も

こ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
俗
世
を
否
定
し
さ
る
讃
酒
歌
か
ら
見
れ
ば
、
倭
琴
歌
は
、
旅
人
諸
作
の
中
で
一
つ
の
転
換

を
意
味
し
よ
う
。
そ
の
後
、
松
浦
歌
に
お
い
て
満
た
さ
れ
な
い
思
い
を
む
し
ろ
羨
望
の
気
持
ち
に
よ
っ
て
表
し
た
の
も
、
員
外
思
故
郷
歌
と

同
様
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旅
人
の
諸
作
は
、
懐
風
藻
の
詩
文
と
照
合
す
る
場
合
、
憂
愁
の
色
を
帯
び
る
の
が
そ
の
特
色
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で



あ
る
。
そ
こ
に
歌
人
の
境
涯
が
色
濃
く
投
影
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
そ
の
漢
学
の
造
詣
と
相
乗
作
用
を
し
て
、
旅
人
作
の
強
い
個
性
を
形

作
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
旅
人
の
文
学
は
、
懐
風
藻
の
優
秀
な
詩
文
に
比
べ
て
勝
る
と
も
劣
ら
ず
、

ま
た
そ
の
神
仙
・
老
荘
思
想

に
対
す
る
受
容
と
理
解
の
深
さ
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

五

古
代
中
国
大
陸
に
発
生
し
た
老
荘
思
想
と
神
仙
思
想
は
、
成
立
当
初
か
ら
様
々
な
要
素
が
包
含
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
も
変
容
を
続
け
て

き
た
。
文
学
に
お
い
て
も
そ
の
現
れ
方
が
一
様
で
は
な
い
。
遊
仙
文
学
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
餐
霞
倒
景
、
餌
玉
玄
都
」
と
い
っ
た
快
楽
的
な

神
仙
世
界
を
描
く
の
は
む
し
ろ
後
に
現
れ
た
も
の
で
、
「
思
欲
済
世
、
則
意
中
憤
然
」
た
る
ゆ
え
、
「
託
配
仙
人
、
輿
倶
遊
戯
」
す
る
と
い
う

る
。
ま
た
、
隠
逸
文
学
も
そ
の
基
底
に
無
為
自
然
を
貴
ぶ
老
荘
思
想
が
あ
っ
た
ほ
か
、

周
易
に
「
天
地
関
、
賢
人
隠
」
と
い
っ
た
儒
教
思
想
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楚
辞
・
遠
遊
が
遊
仙
文
学
の
源
流
を
成
す
。
文
選
に
見
る
郭
撲
の
遊
仙
詩
も
、
「
文
に
自
ら
を
叙
べ
る
も
の
が
多
い
」
の
で
選
ば
れ
た
の
で
あ

も
加
わ
る
。
天
下
非
道
の
た
め
隠
遁
す
る
の
で
、
当
然
憂
愁
が
付
き
纏
い
、
屈
原
を
哀
傷
す
る
劉
安
の
招
隠
士
が
そ
の
一
端
を
示
す
。

つ
ま

り
、
遊
仙
・
隠
逸
文
学
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
趣
向
を
持
つ
作
品
は
、
超
俗
的
で
塵
外
に
高
踏
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
一
方
で
不

遇
な
人
生
に
裏
打
ち
さ
れ
る
も
の
も
数
多
く
あ
る
。

奈
良
朝
の
詩
歌
文
学
に
お
い
て
、
純
粋
の
遊
仙
文
学
や
隠
逸
文
学
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
吉
野
遊
覧
詩
に
は
神
仙
的
、
隠
逸
的
な
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
る
も
の
が
多
く
、

ま
た
貴
族
文
人
の
庭
園
宴
遊
詩
文
で
も
超
俗
的
な
高
踏
趣
味
を
詠
ず
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
多
く
は
大
陸
的
知
識
や
文
才
を
競
い
風
流
を
楽
し
む
も
の
で
、

そ
こ
に
詩
人
の
個
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
く
、

た
と
え
宇
合
の

よ
う
な
傑
出
し
た
詩
人
で
も
こ
の
種
の
詩
に
お
け
る
感
情
の
沈
潜
が
浅
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
大
陸
思
想
文
学
の
影
響
が
比
較
的



希
薄
な
万
葉
集
に
お
い
て
、
先
述
し
た
旅
人
の
諸
作
は
、
歌
人
の
境
涯
に
密
接
し
て
い
る
た
め
、
神
仙
的
隠
逸
的
な
趣
向
を
凝
ら
し
つ
つ
自

ら
の
心
境
を
流
露
し
、
情
緒
的
で
陰
磐
の
豊
か
な
文
学
を
形
作
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
旅
人
の
文
学
は
、

万
葉
集
に
お
い

て
異
彩
を
放
つ
の
み
な
ら
ず
、
懐
風
藻
の
漢
詩
文
を
含
む
奈
良
朝
文
学
に
お
い
て
も
極
め
て
個
性
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

更
に
言
え
ば
、
旅
人
の
個
性
的
な
作
品
は
、
漢
学
の
造
詣
に
深
く
根
ざ
す
も
の
が
あ
る
の
を
特
徴
と
す
る
が
、
歌
人
の
境
涯
が
あ
く
ま
で

日
本
の
自
然
・
政
治
風
土
の
中
に
成
り
立
つ
ゆ
え
、
大
陸
文
学
に
対
し
て
も
極
め
て
独
自
的
な
様
相
を
呈
す
る
。
長
王
と
藤
氏
の
政
争
が
聖

武
立
后
を
巡
る
天
皇
家
の
お
家
騒
動
と
も
い
え
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
圏
外
に
あ
る
旅
人
が
結
局
大
宰
帥
任
期
満
了
後
、
大

納
言
に
昇
任
し
無
事
帰
京
す
る
こ
と
と
は
、
無
関
係
で
は
あ
り
え
ま
い
。
そ
の
間
の
主
と
し
て
心
情
的
な
揺
れ
動
き
が
神
仙
・
老
荘
思
想
へ

の
傾
斜
と
な
っ
て
現
れ
、
そ
の
作
歌
の
軌
跡
に
投
影
し
た
。
旅
人
の
文
学
は
、
大
陸
風
雅
の
洗
礼
を
受
け
た
も
の
の
、

や
は
り
こ
の
よ
う
な

nu 
oo 

大
陸
と
は
異
な
る
政
治
風
土
を
生
き
た
一
大
和
貴
族
の
文
学
な
の
で
あ
る
。

注（
1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

中
村
環
八
氏
「
日
本
の
道
教
」
（
『
道
教
・
第
三
巻
・
道
教
の
伝
播
』
）

藤
井
清
氏
「
大
伴
旅
人
の
神
仙
観
」
（
『
東
方
宗
教
十
八
』
、
一
九
六
一
年
）

金
谷
詩
序
は
、
梁
・
劉
孝
標
撰
注
の
世
説
新
語
・
品
藻
篇
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
家
伝
・
下
に
藤
原
武
智
麿
に
つ
い
て
「
究
百
家
之
旨
蹄
、
三
玄
之
意
趣
、
尤
重
樟
教
、
兼
好
服
餌
」
「
公
欽
伸
無
為
之
道
、
岨
噌
虚
玄
之

味
、
優
遊
自
足
、
託
心
物
外
」
と
い
い
、
当
時
貴
族
文
人
達
の
神
仙
な
い
し
玄
学
思
想
へ
の
関
心
が
単
に
詞
藻
に
留
ま
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。

上
代
日
本
文
学
に
見
る
神
仙
思
想
へ
の
興
味
が
主
と
し
て
仙
女
伝
説
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
津
田
左
右
吉
氏
『
文
学
に
現
は
れ
た
る
国

民
思
想
の
研
究
』
、
下
出
積
輿
氏
『
古
代
神
仙
思
想
の
研
究
』
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。

中
西
進
氏
『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

5
）
 

（

6
）
 



（

7
）
 

土
橋
寛
氏
『
万
葉
開
眼
・
下
』
。
近
時
、
芳
賀
紀
雄
氏
「
詩
と
歌
の
接
点
｜
｜
大
伴
旅
人
の
表
記
・
表
現
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
（
『
上
代
文
学
』
一
九
九

一
年
四
月
）
が
あ
る
。

拙
稿
「
帥
大
伴
卿
歌
五
首
の
趣
向
と
作
意
」
（
『
二
一
回
国
文
』
一
九
九
O
年
六
月
）

古
沢
未
知
男
氏
『
漢
詩
文
引
用
よ
り
見
た
万
葉
集
の
研
究
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
中
国
文
学
・
中
』

稲
岡
耕
二
氏
「
松
浦
河
に
遊
ぶ
序
と
歌
の
形
成
」
（
『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
四
集
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

巻
六
に
「
〈
天
平
九
年
〉
二
月
諸
大
夫
等
集
左
少
耕
巨
勢
宿
奈
麿
朝
臣
家
宴
歌
」
と
あ
る
一
首
（
一

O
二
ハ
）
の
左
注
に
「
右
一
首
、
書
白
紙
懸
着
屋

壁
也
。
題
云
蓬
莱
仙
媛
所
化
嚢
護
、
為
風
流
秀
才
之
士
実
。
斯
凡
客
不
所
望
見
哉
」
と
い
う
。

井
村
哲
夫
氏
『
万
葉
集
全
注
・
巻
五
』

五
味
智
英
氏
「
大
伴
旅
人
序
説
」
（
『
万
葉
集
大
成
』
第
十
巻
所
収
）

拙
稿
「
大
宰
帥
大
伴
卿
讃
酒
歌
十
三
首
考
」
（
『
義
文
研
究
』
一
九
八
九
年
十
二
月
）

森
三
樹
三
郎
氏
『
六
朝
士
大
夫
の
精
神
』
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（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）
（ロ）

（日）
（
日
比
）

（日）
（

凶

）

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
三
年
度
第
羽
田
国
際
東
方
学
者
会
議
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
途
次
、
御
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
厚

く
お
礼
・
申
し
上
げ
る
。


